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ペ
ル
ー
共
和
国
は
、
空
中
都
市
で
有

名
な
古
代
イ
ン
カ
の
都
市
マ
チ
ュ
ピ
チ

ュ
が
あ
る
南
米
の
国
で
あ
る
。
国
土
は

日
本
の
面
積
の
３
・
４
倍
を
有
し
、
南

北
に
走
る
ア
ン
デ
ス
山
脈
に
よ
っ
て
縦

断
さ
れ
、西
の
乾
燥
し
た
海
岸
地
帯
（
コ

ス
タ
）、
中
央
の
ア
ン
デ
ス
の
山
岳
地
帯

（
シ
エ
ラ
）
お
よ
び
東
の
ア
マ
ゾ
ン
の
熱

帯
雨
林
地
帯
（
セ
ル
バ
）
の
３
つ
の
地

帯
に
分
か
れ
る
。
人
口
は
首
都
リ
マ
を

中
心
に
全
国
で
約
３
２
９
７
万
人
。
主

要
な
農
産
物
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
米
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
コ
ー
ヒ

ー
で
、
抗
炎
剤
の
キ
ャ
ッ
ツ
ク
ロ
ウ
や

滋
養
強
壮
の
マ
カ
な
ど
の
薬
用
植
物
の

宝
庫
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

規
制
薬
物
コ
カ
の
特
例
規
定

ペ
ル
ー
に
お
け
る
大
麻
草
の
産
業

的
、
医
療
的
、
嗜
好
的
な
利
用
は
、
14

～
16
世
紀
の
イ
ン
カ
帝
国
時
代
を
含
め

て
も
歴
史
的
に
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
同
国
に
ヘ
ン
プ
を
持
ち

込
ん
だ
の
は
、
ほ
か
の
南

米
諸
国
と
同
じ
く
16
世
紀

に
同
地
を
征
服
し
た
ス
ペ

イ
ン
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン

王
室
は
、
植
民
地
と
の
海

上
交
通
を
支
え
る
帆
船
の

帆
布
や
ロ
ー
プ
に
使
う
ヘ

ン
プ
繊
維
の
需
要
に
応
え

る
た
め
に
ヘ
ン
プ
栽
培
を

熱
心
に
推
進
し
た
。
し
か

し
、
１
８
２
１
年
に
独
立
し
た
後
も
、

隣
国
チ
リ
の
よ
う
に
ヘ
ン
プ
の
産
地
化

（
本
誌
20
年
8
月
号
参
照
）
に
は
至
ら

ず
、
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
要
因
の
一
つ
に
、
コ
カ
の
存
在

が
あ
る
。ア
ン
デ
ス
地
域（
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
、
ボ
リ
ビ
ア
）
の
先
住
民
イ
ン

デ
ィ
オ
は
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
、

コ
カ
の
葉
を
労
働
の
生
産
性
向
上
、
疲

労
回
復
、
宗
教
的
儀
式
、
医
療
な
ど
の

手
段
と
し
て
使
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
は

社
交
上
の
絆
と
し
て
も
不
可
欠
で
、
民

族
の
証
と
な
っ
て
い
る
。

コ
カ
の
葉
お
よ
び
コ
カ
イ
ン
・
ペ
ー

ス
ト
（
コ
カ
イ
ン
純
度
40
％
の
半
製
品
）

の
生
産
で
、
ペ
ル
ー
は
１
９
９
０
年
代

半
ば
ま
で
世
界
一
だ
っ
た
。
１
９
１
４

年
ハ
リ
ソ
ン
法
に
始
ま
っ
た
米
国
発
の

麻
薬
根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
常
に
国

際
的
に
危
険
な
存
在
と
し
て
敵
視
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
61
年
国
連
麻
薬
単
一
条

約
で
、
医
療
用
や
科
学
研
究
を
除
く
コ

カ
の
葉
の
伝
統
的
利
用
を
86
年
ま
で
に

廃
絶
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
が
、
履

行
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

78
年
に
施
行
さ
れ
た
同
国
の
薬
物
法
で

は
、
49
年
か
ら
コ
カ
を
販
売
し
て
き
た

国
営
コ
カ
企
業
で
あ
る
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｏ
社

に
合
法
的
な
生
産
・
加
工
・
販
売
を
独

占
的
に
認
め
た
の
だ
。
同
社
製
の
コ
カ

茶
に
は
１
杯
当
た
り
平
均
４
・
２
㎎
の

コ
カ
イ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
（
図
２
）。

実
は
、
こ
の
国
営
企
業
か
ら
コ
カ
イ

ン
成
分
を
含
ま
な
い
コ
カ
の
葉
を
香
料

と
し
て
大
量
に
商
業
利
用
し
て
い
る
の

が
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
社
で
あ
る
。
コ
カ

の
葉
の
香
料
が
麻
薬
に
指
定
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
単
一
条
約
の
条
項
に
例
外
的

追
加
規
定
を
設
け
た
ほ
ど
だ
（
図
３
）。

こ
の
特
例
は
国
際
条
約
が
多
国
籍
企
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
利
権
保
護
に
配
慮
し
た
事

例
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

ペルー
薬用植物の文化が色濃く
参入企業はＴＨＣもＣＢＤも扱う
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1974年滋賀県生まれ。日本大学農獣医学部卒。同大学院にて産業用ヘンプに関する研究により博士号（環境科学）を取得。
99年よりヘンプの可能性と多様性に注目し、日本の大麻草に関する伝統文化復興と麻の研究開発に携わる。現在、日本
大学生物資源科学部研究員などに在職。主な著書・編著に『ヘンプ読本』『大麻草解体新書』『大麻という農作物』がある。

赤星 栄志 あかほし よしゆき

図１：ペルー共和国の地図
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コロンビア
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図３：��1961年麻薬単一条約のコカ
特例記載箇所

図２：ENACO社のコカ茶製品

＜第27条＞
締約国は、芳香剤（いかなるアルカ
ロイドをも含有するものであっては
ならない）の調整のためのコカ葉の
使用を許し、並びにそのような使用
に必要な限度においてコカ葉の生産、
輸入、輸出、取引及び所持を許すこ
とができる。

出典：https://www.enaco.com.pe/es
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同
国
の
コ
カ
産
業
は
、
植
民
地
時
代

か
ら
長
く
続
く
貧
困
農
家
の
貴
重
な
収

入
源
と
し
て
根
付
い
て
お
り
、
北
米
の

コ
カ
イ
ン
需
要
は
昔
も
現
在
も
強
固
に

存
在
す
る
た
め
、
栽
培
根
絶
の
目
標
達

成
は
夢
物
語
で
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、

ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
の
よ
う
に
合
法

化
し
て
課
税
管
理
す
る
政
策
が
模
索
さ

れ
て
い
る
。

医
療
目
的
で
の
合
法
化

近
年
は
、
ペ
ル
ー
で
も
ヘ
ン
プ
の
合

法
化
が
進
ん
だ
。
難
治
性
て
ん
か
ん
を

患
っ
て
い
た
息
子
を
助
け
た
め
に
母
親

の
ア
ナ
・
ア
ル
バ
レ
ス
が
と
っ
た
行
動

が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
彼
女
は
、
２

０
１
５
年
に
米
国
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
医
療
番
組

で
有
名
に
な
っ
た
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ

ジ
オ
ー
ル
）
が
息
子
の
病
状
に
も
効
く

こ
と
を
知
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
安
定
的
に

入
手
で
き
る
よ
う
に
当
時
違
法
だ
っ
た

栽
培
と
抽
出
を
手
掛
け
、
さ
ら
に
は
医

師
の
協
力
を
得
て
必
要
な
人
に
も
配
布

で
き
る
よ
う
80
名
の
グ
ル
ー
プ
を
組
織

化
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
17
年
2
月
に
警

察
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
摘
発
し
た
こ
と

で
問
題
が
公
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

こ
の
件
は
ペ
ル
ー
国
内
で
大
き
な
話

題
と
な
り
、
非
人
道
的
だ
と
警
察
へ
の

批
判
が
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
17
年
11

月
に
制
定
さ
れ
た
法
律
第
３
０
６
８
１

号
（
大
麻
法
）
に
よ
り
、
個
人
お
よ
び

法
人
は
医
療
お
よ
び
治
療
目
的
の
み
を

目
的
と
し
た
大
麻
お
よ
び
そ
の
派
生
物

を
使
用
、
研
究
、
生
産
、
輸
入
、
お
よ

び
製
品
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
実
質
的
に
は
そ
の
許
可
は
製

薬
会
社
に
し
か
許
可
が
下
り
な
い
と
い

う
制
度
上
の
不
備
は
、
21
年
7
月
に
制

定
さ
れ
た
法
律
第
３
１
３
１
２
号
に
よ

っ
て
、
2
名
以
上
の
患
者
団
体
に
よ
る

治
療
目
的
の
栽
培
、
所
持
、
使
用
を
正

規
に
認
め
る
形
で
改
定
さ
れ
た
。

花
葉
の
利
用
に
特
化

19
年
２
月
に
は
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
主

成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
含
有
量
に
基
づ

い
て
「
精
神
活
性
大
麻
」
と
「
非
精
神

活
性
大
麻
」
を
区
別
す
る
規
則
第
３
０

６
８
１
号（
大
麻
規
則
）が
制
定
さ
れ
た
。

非
精
神
活
性
大
麻
と
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
含

有
量
が
１
％
未
満
（
乾
燥
重
量
）
で
あ

る
大
麻
植
物
お
よ
び
そ
の
植
物
の
任
意

の
部
分
と
定
義
さ
れ
、
英
語
の
ヘ
ン
プ

と
同
義
の
「canam

o

（
カ
ナ
モ
）」
と

い
う
ス
ペ
イ
ン
語
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

科
学
的
根
拠
が
ま
だ
不
十
分
な
と
こ

ろ
は
あ
る
が
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
割

合
で
適
用
疾
患
が
異
な
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
（
図
４
）。
同
国
の
ヘ
ン
プ
市

場
に
は
国
内
外
か
ら
少
な
く
と
も
40
社

ほ
ど
参
入
し
て
い
る
が
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
含

有
量
が
多
い
精
神
活
性
大
麻
も
、
Ｃ
Ｂ

Ｄ
が
多
い
非
精
神
活
性
大
麻
も
両
方
と

も
合
法
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ど
の
企

業
も
両
方
の
大
麻
に
対
応
し
て
い
る
。

19
年
設
立
の
ア
ン
デ
ン
ナ
チ
ュ
ラ
ル

社
は
、
米
国
原
料
の
輸
入
を
開
始
し
、

22
年
か
ら
国
内
栽
培
、
製
造
、
流
通
へ

と
切
り
替
え
た
。
患
者
は
、
①
保
健
省

の
医
薬
品
・
供
給
・
医
薬
品
総
局
に
患

者
登
録
し
て
、
②
医
師
の
処
方
箋
を
も

ら
っ
て
、
③
認
可
薬
局
か
ら
同
社
の
適

正
製
造
基
準
（
Ｇ
Ｍ
Ｐ
）
で
作
ら
れ
た

製
品
を
購
入
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
を

構
築
し
た
。
製
品
価
格
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が

ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
な
い
Ｃ
Ｂ
Ｄ
濃
度

10
％
の
10
㎖
の
経
口
摂
取
タ
イ
プ
で
85

ソ
ル
（
約
３
０
０
０
円
）。
患
者
の
病
状

に
対
応
す
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
配
合

割
合
を
変
え
た
製
品
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
で
購
入
で
き
る
（
図
４
）。

薬
用
植
物
が
文
化
的
に
根
付
い
て
い

る
ペ
ル
ー
で
は
専
ら
花
葉
の
利
用
に
特

化
し
て
お
り
、
諸
外
国
で
取
り
組
ん
で

い
る
ヘ
ン
プ
繊
維
や
種
実
の
利
用
へ
の

関
心
は
高
く
な
い
。
む
し
ろ
、
似
た
よ

う
な
文
化
的
背
景
を
持
つ
隣
国
の
コ
ロ

ン
ビ
ア
や
エ
ク
ア
ド
ル
な
ど
の
ヘ
ン
プ

合
法
化
国
と
の
競
争
に
晒
さ
れ
て
い

る
。
ペ
ル
ー
の
独
自
性
を
出
す
べ
く
各

事
業
者
の
創
意
工
夫
が
試
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

出典：https://shopanden.com

●アルツハイマー
●拒食症

●食欲増進
●慢性的な痛み

THC含有量 CBD含有量

THCを多く含む

THC：CBD
100～25：1

THC：CBD
25～10：1

THC：CBD
10～5：1

THC：CBD
4～1：1

THC：CBD
1：1～4

THC：CBD
1：5～10

THC：CBD
1：10～25

THC：CBD
1：25～100

両方を含む CBDを多く含む

●ALS 筋萎縮性
　側索硬化症
●悪液質
●緑内障
●HIV／AIDS
●多発性硬化症（MS）

●吐き気
●ガン
●C型肝炎
●偏頭痛
●けいれん

●不安
●炎症　　
●パーキンソン病

●心的外傷後
　ストレス障害
　（PTSD）
●てんかん

●神経症
●うつ病

図５：�アンデンナチュラル
社のCBD製品

図４：THCとCBDの配合割合と適用疾患


